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コアクチベーターMBF1 を通して見た極低温耐性のメカニズム 
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３． H18 年度の研究の実績報告   

＜研究目標＞ 

    MBF1は転写制御因子とTATAボックス結合タンパク質TBPの間をかけ橋して転写活性化 

   に関わるコアクチベーターで、全ての古細菌から真核生物に保存されている非常に起源の 

   古いタンパク質である。本課題の目標は、極低温環境に生きる生物の MBF１とそのパート

ナーとなる転写制御因子をクローニングし、それらの解析を通して生物が極低温環境にい

かに適応し、進化してきたかについて調べることである。 

 

４．H18 年度の研究の成果 

この目標を達成するため、極地研工藤助教授から分与してもらった極低温環境に生きる

植物 Bryum pseudotriquetrum から poly A+RNA を精製し、cDNA ライブラリーを調製した。

この cDNA ライブラリーから MBF1 の cDNA をクローニングした。さらに、そのパートナー

となる転写制御因子を探索し、C6 タイプの Zn フィンガーをもつ転写因子を得た。 

 

＜今後の展開＞ 

     極低温環境に生きる植物のMBF1のパートナーとなるC6タイプ転写制御因子が得られた

ので、この転写制御因子に対する抗体を作製する。それを用いてクロマチン免疫沈降を

行って回収した DNA 断片の近傍の DNA 配列を決定し、この転写制御因子の支配を受ける

ターゲット遺伝子群を同定することにより、極低温耐性のメカニズムを明らかにする。

さらに、氷床コア微生物の MBF1 配列が明らかになったら、極低温耐性に関わる領域の配

列に基づいて進化を考察する。 
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